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　北きたのさびしい海うみのほとりに、なみ子この家いえはありました。ある年とし、まずしい漁師りょうしであったおとうさんがふとした病気びょうきで死しぬと、つづいておかあさんも、そのあとを追おうようにして、なくなってしまいました。かねて、びんぼうな暮くらしでしたから、むすめのなみ子こにのこされたものは、ただ青あおい玉たまと、銀色ぎんいろのふえだけでありました。

　青あおい玉たまは、ずうっと昔むかし、先祖せんぞのだれかが、この海うみべのすなの中なかからほり出だして、それが代々だいだい家いえにつたわったのだということでありました。

　なにかねがい事ごとがあるとき、この青あおい玉たまにむかって、真心まごころをこめておねがいすると、その心こころが神かみさまに通つうじてかなえられるというので、おかあさんはこの青あおい玉たまを、とてもだいじにしていました。

　玉たまはつやつやしていて、深ふかい海うみの色いろのように青黒あおぐろく、どこまで深ふかいのか、底そこが知しれぬように、じっと見みつめていると、引ひき入いれられるような気きがしました。

　そして、真心まごころをこめておいのりをすると、青あおい玉たまの表おもてに、海うみの上うえをとびさる雲くものように、いろいろなことが絵えになってうかんできて、ゆくすえのことをおしえてくれるのでした。

　また、あるときは、青あおい玉たまがまっかにほのおのようになって見みえたり、玉たまにひびがはいったりして、不安ふあんな気持きもちをいだかせることもありました。

「これには、ご先祖せんぞのたましいがはいっているんです。」といっておかあさんがこの青あおい玉たまをだいじにしたのも、ふしぎではありません。

　おとうさんの持もっていた銀色ぎんいろのふえは、その音色ねいろを聞きくと、さびしいあら海うみにすさぶあらしのように、なんとなくひとりぼっちの感かんじを起おこさせたり、またあるときは、反対はんたいに心こころを引ひきたてて、のぞみとよろこびをもたせることもありました。

　そして、このふえの音ねがとどくところ、魚さかなたちがその音ねをしたってよってくるので、思おもわぬ大漁たいりょうがありました。

「まったくふしぎなふえじゃないか。」

「なんにしてもありがたいことだ。」

　漁りょうに出でた人々ひとびとは、なみ子このおとうさんの銀色ぎんいろのふえを手てにとって、ふしぎそうにながめるのでした。

　このふえもやはり、おじいさんのころからつたわっていましたので、これにも先祖せんぞのたましいがこもっていると、おとうさんは信しんじていました。

　なみ子こは、おとうさんが心こころをこめて、このふえをふいた日ひのことをおぼえています。

　その日ひ、海うみの上うえには、黒くろい雲くもがはびこり、いかにも北きたの国くにらしいものすごいけしきでした。

　雲くもの間あいだからいな光びかりがもれ、かみなりが鳴なっていました。

「こんな日ひには、はたはたがとれそうだ。」と、おとうさんはいいました。

　そして、ひさしぶりに大漁たいりょうにしてみんなをよろこばせたいと、銀色ぎんいろのふえを持もっていきました。

　おとうさんが船ふねの上うえでふえをふくと、たくさんの魚さかなが、波なみの上うえでおどりました。いかやさばも、むれをつくってよってきて、思おもわぬ大漁たいりょうになりました。

「季節きせつはずれに、こんなにいろいろな魚さかながとれたのも、みんなふえのおかげだ。」といって、人々ひとびとは、浜はまに帰かえってから酒さかもりを始はじめました。

　そして、人々ひとびとは、お酒さけによいながら、おとうさんにそのふえをふいてもらって、その音色ねいろに耳みみをかたむけていると、またあすのはたらきに新あたらしいのぞみがわき、たとえ、海うみがあれていても、命いのちをかけてはたらき、おたがいになかよくたすけあっていきたいという気持きもちになるのでした。

　いさましく人々ひとびとの心こころをうきたてたあのときのふえの音色ねいろを、なみ子こは、いまでもおぼえていました。

「もう一度ど、楽たのしかったあの時分じぶんになってみたい。」と、なみ子こは思おもいました。

　ある日ひ、青あおい玉たまと銀色ぎんいろのふえを持もち出だすと、すなはまの上うえで、おとうさんやおかあさんのことをしのびながら、じいっとながめていました。

「この青あおい玉たまは、おかあさんがだいじにしていらしたんだわ。ああ、この銀色ぎんいろのふえは、おとうさんが、みんなとお魚さかなをとるときにふいたんだわ。」

　なみ子こが、海うみの方ほうを見みながらつぶやいていると、

「やあ、なみちゃんか。そんなところでなにをしているな。」と、そこを通とおりかかったおじいさんの漁師りょうしが声こえをかけました。

「海うみの夕日ゆうひが、こんなに赤あかくうつるのは、おじいさん、おかあさんが、空そらからあたしを見みていらっしゃるのかしら。」

　なみ子こは、青あおい玉たまにうつる美うつくしい夕日ゆうひをながめていいました。

「おっかさんも、おとっつぁんも、そりゃあ、おまえさんをじいっと見みまもっていてくださるな。早はやく大おおきく、りっぱなおとなになるのを待まっていられるぞ。」と、おじいさんは答こたえました。

「おじいさん、いまでもこのふえをふけば、お魚さかながよってくるかしら。」

　なみ子こは、こんどは銀色ぎんいろのふえをとり出だして聞ききました。

　おじいさんは、なつかしそうに、にぶく光ひかるふえをながめていいました。

「そういえば、このごろしけで、魚さかながすくないんだな。魚さかながすくないと、ついつまらんことでなかまわれがしたり、けんかが起おこったりする。おまえのおとっつぁんはりっぱな漁師りょうしだったから、どんなときでもけんかなどしなかったがな。」

　おじいさんは、なみ子このおとうさんを思おもい出だしてほめました。

「おじいさん、このふえをかしてあげましょう。よくふいて、たくさん、お魚さかなをとってください。」

　なみ子こは、だいじなふえをさしだしました。

「ありがとう。おとうさんのかたみのふえをかりていいのかい。」

「魚さかながたくさんとれて、このはまの人ひとたちがなかよくなれたら、おとうさんもきっとよろこんでくださるわ。」と、なみ子こは心こころから答こたえたのでした。
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